
H
博
士
論
文
紹
介
日

村
上
祐
紀
著
『
森
鴎
外
の
歴
史
叙
述
』

《
論
文
構
成
V

#
ア
音
干

第
I
部
歴
史
を
語
る

第
一
章
歴
史
叙
述
の
実
験
!
「
津
下
回
郎
左
衛
門
」
論

第
二
章
「
立
証
」
と
「
想
像
力
」

i

「
椙
原
品
」
論

第
三
章
「
忠
君
愛
国
」
の
レ
ッ
ス
ン
i

「
架
山
大
路
」
論

第
四
章
「
据
物
の
心
得
」

j

「
都
甲
太
兵
衛
」
論

第
E
部
歴
史
を
綴
る

第
一
章
西
周
の
見
た
幕
末
維
新
l

吋
酉
周
伝
』
論

第
二
章
森
鴎
外
と
外
崎
覚
j

「
渋
江
拙
斎
」
論
(
一
)

第
三
章
探
墓
の
歴
史

1
3
h江
拙
斎
同
論
(
二
)

第
四
章
「
皇
族
」
を
響
く
!
「
能
久
親
王
事
蹟
」
論

終
議
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鶴
外
の
歴
史
小
説
及
び
史
伝
を
め
ぐ
る
研
究
で
は
、
「
歴
史
其
鑑
と
歴
史
離

れ
」
(
「
心
の
花
い
大
正
四
年
一
月
)
の
一
一
一
一
口
説
を
歴
史
小
説
か
ら
史
伝
へ
と
移
行

す
る
分
岐
点
と
捉
え
た
う
え
で
、
そ
の
最
高
傑
作
を
晩
年
の
三
部
作
「
渋
江
抽

斎
い
『
伊
沢
蘭
軒
」
「
北
条
霞
亭
」
と
し
て
論
じ
る
こ
と
が
定
説
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

鴎
外
の
小
倉
左
遷
や
山
県
有
朋
と
の
関
係
な
ど
、
鴎
外
自
身
の
人
生
を
そ
の
作

品
に
重
ね
る
傾
向
も
同
様
に
指
摘
さ
れ
る
。
著
者
は
本
論
文
に
お
い
て
、
作
品

に
歴
史
小
説
と
史
伝
と
い
う
区
分
を
設
け
ず
、
鵜
外
自
身
を
重
ね
る
研
究
か
ら

脱
却
し
、
向
時
代
の
ニ
一
一
口
説
か
ら
立
体
的
に
そ
の
作
品
を
論
じ
る
こ
と
を
試
み
る
。

た
と
え
ば
、
第
I
部
「
歴
史
を
語
る
」
に
お
け
る
「
津
下
回
郎
左
衛
門
」
論

で
は
、
幕
末
の
偉
人
横
井
小
梅
に
関
し
て
、
既
に
民
友
社
編
「
小
楠
遺
稿
い
(
明

治
二
二
年
五
月
)
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治

的
な
意
圏
で
語
ら
れ
て
い
た
横
井
小
楠
で
は
な
く
、
そ
の
暗
殺
実
行
犯
の
人
物

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
相
対
化
を
試
み
た
と
す
る
。
同
じ

く
「
都
甲
太
兵
衛
」
論
に
お
い
て
も
、
明
治
期
「
修
養
」
運
動
の
文
脈
に
お
い

て
英
雄
と
し
て
語
ら
れ
た
宮
本
武
蔵
の
作
品
の
な
か
で
、
そ
の
脇
役
に
過
ぎ
な

か
っ
た
人
物
を
新
た
に
中
心
に
据
え
て
語
る
鴎
外
の
方
法
を
考
察
す
る
。
こ
の

両
論
に
お
い
て
、
著
者
は
、
問
時
代
の
歴
史
叙
述
と
の
比
較
を
通
し
て
、
鶴
外

が
意
識
的
に
、
対
象
と
な
る
事
件
や
人
物
の
行
動
、
一
一
言
説
を
捉
え
度
し
、
新
た

な
情
報
を
加
え
、
語
り
産
し
て
い
く
試
み
を
見
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五

部
「
授
史
を
綴
る
」
で
は
、
鶴
外
の
歴
史
叙
述
の
方
法
が
近
代
史
学
に
張
近
し

て
い
た
こ
と
を
、
さ
ら
に
論
証
す
る
。
例
え
ば
、
鶴
外
の
史
伝
最
高
作
と
さ
れ

て
き
た
「
渋
江
拙
斎
』
を
取
り
あ
げ
、
「
わ
た
く
し
」
に
よ
る
池
田
京
水
の
墓
、

及
び
武
鑑
の
探
索
、
か
、
同
時
代
の
歴
史
学
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
方
法
と
重

な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
同
時
に
、
渋
江
拙
斎
に
関
す
る
調
査
の
過
程
を
明
ら

か
に
し
、
さ
ら
に
は
拙
斎
技
後
ま
で
も
一
訪
問
ら
れ
て
い
る
点
に
、
渋
江
一
一
族
の
歴

史
を
諮
り
直
す
と
い
う
鴎
外
の
企
図
を
読
み
取
り
、
「
わ
た
く
し
」
の
登
場
が

必
然
で
あ
っ
た
と
す
る
。

本
論
文
は
、
作
品
を
鴎
外
の
「
歴
史
叙
述
」
と
し
て
捉
え
、
鴎
外
に
よ
っ
て

選
択
さ
れ
た
、
近
代
史
学
に
密
接
な
方
法
を
検
証
す
る
と
同
時
に
、
鶴
外
の
視

線
が
同
時
代
に
広
が
る
問
題
意
識
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
は
い
ず
れ
も
、
従
来
の
論
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
文

学
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
な
い
鴎
外
の
同
時
代
性
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
自

身
も
述
べ
る
よ
う
に
、
本
論
文
に
お
い
て
指
擁
さ
れ
た
「
歴
史
は
誰
か
が
諮
る

も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
鴎
外
の
視
線
は
、
同
時
に
、
他
の
作
品
に
お
い
て

は
い
か
な
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
、
新
た
な
問
い
を
喚
起
す
る

も
の
で
あ
る
。
鴎
外
の
同
時
代
に
関
す
る
問
題
意
識
が
い
か
に
そ
の
作
品
に
提

示
さ
れ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
な
る
研
究
が
侠
た
れ
る
。
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